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フォトニック結晶レーザーは、2次元フォトニック結晶のバンド端共振作用を利用した、大面積コ

ヒーレント動作が可能な面発光型半導体レーザーである。本レーザーにおいて、フォトニック結晶の

格子点に変調を加えた「変調フォトニック結晶」を導入することで、変調による回折効果を利用して、

任意の 2次元方向へとビームを出射することも可能[1]であり、LiDAR 等のセンシング応用への展開が

期待される。前回の検討においては、高出力・高ビーム品質化に適した新たな変調方式として空孔の

位置と FFを同時に変調する複合変調[2]を提案するとともに、2次元ビーム走査を実現する 2次元マト

リックス構造形成法[3]の提案を行った。LiDAR においては、例えば、前方と並行して側面にもビーム

を走査するなど、複数方向への同時走査が可能となれば、従来の LiDAR へ新しい機能を付与すること

ができる。そこで、今回、複数のレーザーの回路駆動が可能な複合変調フォトニック結晶アレイデバ

イスにおいて、複数点の同時駆動・走査について検討したので報告する。 

  図 1 (a) に、アレイデバイスの構造を示す。同図に示すように、各レーザー領域をメサ構造とする

ことで、pライン電極と nライン電極への選択的な電流注入を可能とし、交点の狙った領域のみが駆動

できる構造[3]を形成しており、複数の p/n ライン電極に同時に通電することで、複数の領域を同時に

駆動することが可能である。導入した複合変調フォトニック結晶[4]の上面 SEM 像の一例を、図 1 (b)

に示す。斜め出射のための回折ベクトル k、格子点の位置ベクトル rに対して、格子点空孔の位置をΔ𝑦 =

d ∙ sin(𝒌 ∙ 𝒓)に従い、空孔充填率(FF)をΔFF = FFΔ ∙ sin(𝒌 ∙ 𝒓)に従い、同時に変調し、d=0.08a、FFΔ=4%

とした。このような構造において、様々な点を同時駆動した時の遠視野像を、図 2 に示す。単峰なビ

ーム形状で、広範囲にわたって、狙った複数方向への自在なビームの出射・走査を実現することに成

功した。詳細は当日報告する。 
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図 1. (a)複合変調マトリックスアレイデバイスの模式図。(b)埋め込み前の複合変調フォトニック結晶の上面 SEM 像。 

    

(b)  

図2. 複数方向へのビーム走査のスナップショット。(a)放射状に 4点のビームをθ=0°から 45°まで走査した様子。
(b)Φ=45°への出射に途中からΦ=135°への出射を加えた様子。(c)放射状および同心円状に同時走査した様子。 
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